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碓井光明
西埜章先生は， 2012年4月に，めでたく古稀を迎えられた。心よりお祝い
申し上げたい。しかし，それは，同時に，先生が2013年3月をもって定年の
故に明治大学を去られるという寂しいことも伴うものである。「めでたさ」と
「寂しさ」との複雑な心境である。
商埜先生は，.2004"年4月，前慌の新潟大学法学部教授の定年を待たずして，
本法科大学院に移籍され，法律基本科目である行政法の教育の基礎をほとんど
お一人で築かれたといっても過言ではない。現在のシラパス， レジメ等も，西
埜先生の細心の桟意と創意により作成されたものが藩礎となっているし，現に
毎年度，西埜先生が中心となって作成されている。まさに，明治大学法科大学
院行政法の創始者であり， リーダーとして，我々行政法担当者を引っ張ってく
ださったのである。
全く個人的なことになるが，西埜先生なしには，私が本法科大学院の行政法
を担当することはできなかったといってよい。私は，明治大学法科大学院に着
任した 2008年までは，早い時点においては租税法を，その後は財政法を，研
究分野とし，前任の大学において行政法の講義経験は皆無であった。明治大学
法科大学院への移籍について西強先生から打診を受けた際も，講義経験のない
ことの不安を申し上げたのであるが， r何とかなる」と言われて説得されてし
まった経緯がある。そして，実際に着任してからは，先生の周到に作成された
レジメを頼りに講識をすることができた。そのことは，今日も変わりはない。
研究の面においても，新鮮な気持で臨むことができるという望外の幸せを味わ
うことができた。感謝に堪えない次第である。
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それはともかく，なぜ西埜先生が私に親しく接してくださるのか，お聞きす
るわけにもいかないのであるが，あるいは， r研究者の血筋」で見た場合に，
私が西埜先生の甥っ子に当たる，逆に言えば，西埜先生は，私の叡父であるこ
とによるのかも知れない。すなわち，商埜先生は，明治大学法学部安卒業され
た後に，青山学院大学大学院で杉村章三郎先生のご指導を受けられたのである
が，私の恩師の金子宏先生も杉村先生の弟子であったという関係にある。そし
て，どのような経緯があったのか思い出せないが，早い時期から先生の御著作
をご恵与いただいている。逆に，私は，あまり先生に著作を献呈せずに今日に
至っているのではないかと不安に駆られることもある。
著作の話のついでに，西埜先生の研究面について述べておきたい。先生が，
国家補償法の権威であられることは，衆目の一致するところである。御著作を
ここに列挙することもないであろう。ここで述べたいのは，明治大学着任後に
おける先生の御研究のことである。 2004年以降も，多忙な法科大学院の仕事
をこなされながら，研究業績を相次いで発表されてきた。着実な論文の発表と
2冊の単独執筆の書物を世に問うたエネルギーには感嘆するばかりである O
2008年に発表された「国家補償法概説jJ(勤草書房刊)は，学説および判例を
踏まえて国家補償法に関する基礎的な情報を整理するとともに，平易に問題の
所在を撮示して論じたもので，法科大学院において行政法を学ぶ際の必、須の文
献となっている。
もう l冊の， 2012年に発表された『国家賠償法コンメンタールjJ(動車書肩
刊)は，行政法学者が度肝を抜かれた著書である。約 1200頁に及ぶ国家賠償
法の大コンメンターJレで，これまでに蓄積されている膨大な国家賠償法関係の
判例・学説を網羅的に挙げて，精微に整理・分析されたうえ，多角的に問題点
を考察したものであり，現時点、における最高水準の逐条解説として，学界はも
とより実務にも多大な貢献をする書物として高い評価を受けている。先生のエ
ネルギーと考察力には脱摘するばかりである。先生のひたむきな研究姿勢に畏
敬の念を禁じ得ない。行政法の演習科目等で疑問の生じた際に，このコンメン
タールを紐解くと，必ず何かしらのヒントを得られるのである。
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私がこの献畏論文集に執筆した論文のテーマに関しても，このコンメンター
ルにおいて扱われていたからこそ，執筆が可能になった次第である。もっとも，
論文の発表前に原稿をお見せすると，おそらく先生の厳しい批判，あるいは私
の誤解が明るみになって，活字になるのが遠のくと思い，献患論文集が公になっ
たときに，先生も初めて目にされるという非礼をしてしまっている。
西埜先生と私とは，ほとんど共通するところはないように思われる。先生は，
周知のように幅広い教養と趣味をお持ちであって，歴史に対する関心と造詣の
深さなどは，法科大学院の行事の際の先生のスピーチにおいても穆み出ている。
教室においても，先生の幅広い学識が発揮されたことが修了生なと司から伝わっ
てくる。そのたびに，私は，落ち込んでしまう。
趣味と言えば，先生と私とは，そのレベルがまったく違う。先生は，権威あ
る師匠の指導を受けて雅楽の練習安続けておられるという。これに対して，私
は，絵画の鑑賞程度である。テレビのサスペンスドラマで喜んでいる私が，ま
ことに情けなくなる。
また，学生に対するきめ細かい指導においても，先生にはかなわない。学生
の提出したレポートに対する先生の懇切なコメントが，どれだけ学生を力づけ
たかわからなL、。私には，真似をしようとしてもできないのである。
先生と私との間の最も大きな違いは2点ある。
一つは，先生は，やるべき仕事には，いち早く着手して早々に完成させるの
が常であるのに対して，私は，頭の中にありながら，最後の最後まで腰を上げ
ない。その聞の焦りが精神的によくないことはいうまでもない。
もう一つは，先生はアルコールをほとんど召し上がらない。それに引き替え，
私は，無類のアルコール好きである。「澗を飲まなかったら今頃は大学者になっ
ていたろうに」と，仮定法の文章の繰返しである。
書くのを忘れるところであった。もっと大事な相違点がある。
それは，西埜先生は，前述したように，行政法，それも国家補償法領域の研
究を積み重ねられ， rこの道一筋」の研究を世に問うて来られた。これに対し
て，私は，租税法，財政法，行政法と渡り歩いてきた。それは，決して学界荒
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らしといえるような強力なインパクトを与える研究ではない。単なる「流れ者
研究者」である。やがて，私も定年を迎えるが，そのときには，西埜先生を見
習って，何か核になる研究を確立したいと思っている。しかし，その頃には，
もはやエネルギーがなくなってしまうかも知れない。
このように西埜先生と私とは，違いばかりであるが，なぜか馬が合う。それ
は先生の包容力の故とも思われるが，先生とご一緒の5年間は伸び伸びと心地
よく過ごすことができた。改めて感謝している。
以上，私事ばかりを述べてきたが，古稀になられた現在も心身ともにご健在
な西埜章先生には，できるならば本法科大学院にて引き続き教育をお願いした
いところである。しかし，定年制ゆえのご退職といえばやむを得ない。先生の
ご健勝とご活躍を祈るばかりである。新潟にお住いの先生との接点をどのよう
に持ち続けることができるのか，そのことが頭をよぎるこの頃である。
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